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教育インターンシップ 先生方や子どもたちの姿から多くのことを学びました

（２） （３）

教育実践総合センター事業の主な取り組み
　本センターは、「教育」「研究」「社会貢献」の三分野における実践研究指導センターとして、教育イ
ンターンシップや教育実習等の支援を主に行う「学生支援領域」と、地域の教育関係諸機関や現職教
員との連携の支援を主に行う「地域教育支援領域」について行っています。

教 育 実 習 学校現場での実習から多くのことを学びました

　私は川崎市立向丘小学校で教育インターンシップをさせ

ていただきました。

　教頭先生からその日の活動の指示を頂き、授業に集中で

きない児童の支援につくことがありました。授業の内容と

違うことをしたり、集中できずに姿勢が悪くなったりして

初めはどうしていいのか分からず戸惑ってばかりでした。

担任の先生はその子を気にかけつつ授業を進めます。一人

だけを気にかけるのではなく、ほうっておくことなく、そ

の子を含めてきちんと授業をしようというような空気をい

つもつくり出していらっしゃいました。

　担任の先生と話した時、「大変こともあるけれど、子ど

もたち一人一人、いろいろな人に愛され好きになってもら

いたい。」と言っていらして、先生は本当にこの子のこと

や子どもたちみんなのことを考えているのだと感じ、とて

も感動しました。

　教育インターンシップの最終日には二人の女子からお礼

の言葉をもらい、手紙をもらい、「また来てね。」という声

をいっぱいかけてもらいました。

　このクラスの温かい雰囲気の中心にあるのは担任の先生

の子どもたちへの思いや情熱なのだと感じ、私はこの先生

に出会えたこと、このクラスにかかわれたことは本当によ

かったと思いました。そして、こんな先生になりたいとい

う大きな目標ができました。

　「これから検食なんですが、よかったらご一緒にいかが

ですか」、思わぬお誘いを訪問先の校長先生から受けて、

何十年ぶりかで給食をいただく機会がありました。

  今春、私は７人の実習生の学校訪問を担当しました。住

宅地ばかりでなく、田畑に囲まれた学校、里山迫る学校も

回ってきましたが、どこも生徒たちが元気よく学ぶ良い学

校でした。各校で、実習第１週目にまずご挨拶訪問、第４

週目には実習生が受け持つ研究授業を参観します。

　校長先生へのご挨拶もそこそこに研究授業の教場に向か

うと、そこには既に多数の現役教諭が陣取り、そして振り

返れば、平静を装いつつも緊張感漂う実習生の姿あり。生

徒と言葉を交わしながら授業準備を進める立ち居振る舞い

は、いつも学内で見かける当人とは違い、ぎこちなくも頼

もしい姿に映りました。

　実技示範しつつ生徒の動きを見つめる真剣な眼差し。お、

いいタイミングで声をかけたな。「やったぜ！　今のすっ

げぇいいじゃん！」（後で、言葉遣いを指導教官に叱られる）。

　保健の授業、作った教案通りにはなかなか進んでいない

様子。言葉に詰まった実習生、すかさず最前列の生徒が小

声で励ます。「センセ、ガンバレ…」。

　苦笑するも微笑ましいハプニングの数々。そうか、生徒

たちの信頼も得て、よく頑張ってきたんだなと、実感でき

る一幕でした。

  授業研究会後の給食のお誘いは、実習生が高く評価され

てのことと合点がいきました。実習中のエピソードから、

学区地域の様子や昨今の教員採用事情まで、幅広いお話が

校長先生から聞けたのも、実習生が頑張ってくれてこそ。

ある校長先生は本人を前に、「君は教師になるべきだ。必

ず○○市の試験を受けなさい。私が勉強の指導をしよう」

とまで言って下さり、教職への決意が揺らいでいた学生の

背中を後押ししてくれました。

　幸いにも私の担当した実習生は皆評判良く、あらためて

「よかったなぁ」と、この年の瀬にしみじみ思い返しています。

　私は、中学校から卓球を始め、それからというもの私の

生活の中心は卓球でした。

　今回、教育実習を行うにあたり私は初めて、生活の中心

である卓球から４週間も離れることになりました。「自分

なんかに何ができるのだろうか？」そんな不安が駆け巡っ

ていました。

　私の実習先は母校ではなく、インターンシップでお世話

になっていた横浜市立あざみの第一小学校でした。実習初

日、担当の先生には、「まずは子ども達と遊ぼう」と言わ

れました。その日の休み時間はたくさん子ども達と遊びま

した。遊んでいるときの子ども達の無邪気な姿は私の不安

を掻き消してくれました。

「この4週間で私はどれくらいこの子ども達の成長が見ら

れるのだろうか。」

　今まで感じていた不安が嘘のかのように、ワクワクして

いました。それからすぐに子ども達の名前、特徴、性格な

ど一人一人の個性が見えてきました。子ども達のことを知

れば知るほど、私の楽しみは大きくなりました。毎日毎日、

子ども達のちょっとした変化に目を配り、その変化に自分

も対応することで、子ども達の無限に広がる可能性と成長

を促せればいいなと奮闘していました。

　ですが、こうして教育実習を振り返ると、一番に成長さ

せられていたのは自分自身だとつくづく感じさせられまし

た。卓球という競技から離れたことのない自分にとって、

4週間も教育現場という環境で過ごし、子ども達のために

何ができるのかを考え、子ども達のために自分にできるこ

とを精一杯やることで、私の中の世界が広がりました。こ

のかけがえのない４週間は、私の人生にとって、卓球とい

う競技生活にとっても、大きな糧になりました。

教育インターンシップでの出会い
初等教育学科　２年　佐藤さくら

実習校訪問記
健康体育学科　教授　植原 吉朗

子どもと自分の成長
初等教育学科 ３年　小森 文俊

 活動記録から
　教育インターンシップの活動を通して、指導に関わる支
援について、先生方や子どもの姿から学ぶことができました。

初等教育学科2年
米山悟史さんの
活動記録です。

教　育
インターンシップ

初等教育学科2年
坂田望美さんの
活動記録です。

初等教育学科2年
山﨑早弥香さんの
活動記録です。
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未　来　塾 「人間開発は人づくり」をモットーに！
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「『頑張ることを応援する』教師に～10点満点人生から学ぶ～」

教え、見まもり、引き出す共育
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　10月28日、今年も本学部において「第３回共育フェスティ
バル」が開催されました。生憎の雨にもかかわらず、昨年より
も100名多い800名を超える参観者で、会場は一杯になりまし
た。学生たちも汗だくで対応してくれました。昨年の本フェス
ティバルの子育て対談の相手は、サッカー評論家の北澤毅氏で
した。今年のそれは、森末慎二氏。
　森末氏は、1984年ロサンゼルスオリンピックで「金（鉄棒）、
銀（跳馬）、銅（男子団体）」３つのメダル獲得だけでなく、39
度という高熱の中、個人種目別鉄棒で3回の鉄棒演技すべて10
点で30点満点、という快挙をなしとげました。森末氏の金メ
ダル人生の裏側で、「教育の前に、人間開発あり」という本学
部の教育理念と軌を一にする子育て論がありました。すなわち、

「頑張ることを応援する」です。
（1）何事もポジティブな発想と姿勢で
　森末氏は大学３年生の時左足を、さらに４年生の時右足のア
キレス腱を切りました。この時はさすがに、ショックだったよ
うです。だが、恩師の励ましの言葉が後押ししました。「よかっ
たな。これで両足一緒になったな」。痛い、痛いと言っても治

　さる12月6日に教育インターンシップ連絡協議会が開催され
ました。学生の発表のあと、ご協力・ご指導を頂いている先生
方から暖かくも厳しい講評をいただきました。
　先生方曰く、人を育てるというもっともやりがいがあり、か
つ困難で責任もある教職に就くことに自分は向いているのか、
見極める覚悟で臨んでほしい。折れない心と豊かな感受性をも
つように。子ども達の発達段階に応じてかかわりつつ子どもと
しっかりと向き合って、その成長を待つ態度がほしい。子ども
は学生の本質を見抜くものだ。学校で教職員や保護者にあいさ
つする態度や、現場から自分の力で学ぼうとする意識を持つこ
となど、基本を備えてほしい、等々。
　忌憚のないご意見をいただき、後進を育成しようという根底
にある熱い想いからのお言葉に、出席している学生達も真剣に
聞き入っておりました。
　ところで最近、『銀の匙』というマンガが話題を呼んでいます。

ることは無い、と何事も前向きに受け入れる姿勢が、こうして
築かれていきました。
（2）まずは指導者自身が元気に熱中
　森末氏は、厳しい特訓を受けて来たのに、「努力」という言
葉は嫌いだと明言します。これだと思う熱中したものを見つけ
れば、それは好きでやっているわけだから、もう努力ではない
というのです。子どもに夢を持ちなさいと言う前に、指導者自
身が好きなことを見つけ、とことん熱中することが大切、と森
末氏は力説します。
（3）子ども自身に主体的に考えさせる
　しつけ面で、大事なことはしっかり教えるべきです。しかし、
その一方で、森末氏は常に、「自分でなんとかする」ことを、
親から教えられて育ったと言います。この主体性の保証が、森
末氏の頑張る姿勢づくりを応援し続けたのです。
　本学部の学生たちも、「頑張ることを応援する」良き教師、
指導者になって欲しいと願います。

北海道の農業高校酪農科に入学した都会育ちの主人公が、数多
くの実習経験や酪農家でのアルバイトをとおして、また自分と
は全く異なる生活や価値観のなかで育った級友と寮生活を送る
なかで、迷いうろたえつつ成長していく酪農青春グラフィティ
です。さまざまな経験をとおして、主人公は命や自然、食、社
会や自己の在り方などに真摯に向き合わざるを得なくなります。
　その主人公を見守るプロの酪農家や学校教師、保護者達との
かかわりをとおして、「教え」「見守り」「引き出す」という共育
のあり方がユーモアたっぷりに描かれています。
　6日の協議会で発表した学生達も、つたない言葉ながら、コ
ミックの主人公さながらに真面目に取り組み迷いとまどい格闘
し、学んだことについて語っていました。インターシップ終了
後も学校に通わせて頂き、教育実習へとつながる学びが実現し
ていることを実感いたしました。大学教員も学生と共に、共育
のあり方を今後も探求していきたいと考えております。

國學院大學人間開発学部教育実践総合センター
〒225-0003　横浜市青葉区新石川3-22-1　電話：045-904-7711  fax：045-904-7709

國學院大學人間開発学部教育実践総合センターだより　

教育ボランティア 活動から学んでいます

夕涼みの会の活動から
初等教育学科　１年　國清 祐帆

平成24年度未来塾「柔道基礎力養成講座」に関する報告
人間開発学部　教授　上口 孝文

初めての経験
初等教育学科　１年　新井 詩織

　私は、ボランティアの経験がほとんどないので、楽しみ

という気持ちと不安な気持ちがありましたが、周りの人た

ちに助けられて無事に終えることができました。私は、飲

み物のお店の担当で、氷の入ったバケツからペットボトル

を取り水分を拭って渡す係をしました。特に、販売が終わっ

　ボランティアに初めて参加させていただき、一つの行事

を作り上げることはとても大変なことだと感じました。私

は夕涼みの会で飲み物のお店を担当させていただきました

が、準備から片付けまで全てを行いました。夕涼みの会の

最中は、子どもたちにどこまで仕事を任せるのか、どう補

助につくのが子どもたちにとってよいのかなど、常に子ど

もたちを中心に考えているということが、印象的でした。

ボランティアの活動を通して、先生方の動きからもっと多

くのことを学びたいと改めて強く思いました。

　今年度の「柔道基礎力養成講座」は、火曜４限８回、土

曜２限８回実施された。火曜４限の受講者は、延べ28名、

土曜２限の受講者は、延べ62名、合計90名であった。

　受講者（男性４名、女性４名）は、ほぼ全員が初心者で、

教員志望、公務員志望の学生である。

　柔道の昇段には様々な条件が設定されている。次の昇段

審査への期間は最短で２年間とされているのも条件の一つ

である。初心者から初段を取得するまで、通常は１年半か

ら２年程度の練習期間が必要であると言われているが、こ

の講座では数か月間で、柔道の基本動作、対人技能を習得

しながら昇段審査に挑戦していく講座でもある。受講学生

は、礼法、受身、投技、固技、投の形の習得など、厳しい

指導にもかかわらず熱心に受講し、８名全員が初段の資格

を取得した。受講学生が授業の空き時間を有効に活用しな

がら、主体的、積極的に取り組む姿勢と、努力の継続に担

当教員として敬意を表し、感謝したい。

た後の氷の処理が大変でしたが、周囲の人たちと時間をか

けてやり通しました。小学生が楽しんでいる姿を見たり実

際に教育現場で働く先生方と接したりすることができ、「あ

りがとう」や「お疲れ様」と言われると嬉しい気持ちにな

り、やってよかったと思いました。


